
愛　知　民　報2026 年 1月 18 日 第 2756 号

〒460-0007　名古屋市中区新栄三丁目 12番 25号
☎（052）261-3461（代表）
（052）251-2925（編集部）　ＦＡＸ（052）261-6063
定価　月　400円　郵送料 440円　１部　100円
毎週日曜日発行（第５日曜日は休刊）

発行所 日本共産党愛知県委員会
（1）

2026 年

1月18日
第 2756 号

東三河の願い　県政へ
　
日
本
共
産
党
の
、
し
も

お
く
奈
歩
愛
知
県
議
と
、

同
党
東
三
議
員
団
（
団

長・佐
藤
郁
恵
豊
川
市
議
）

は
12
月
26
日
、
豊
橋
市
内

の
「
東
三
河
県
庁
」（
愛

知
県
東
三
河
総
局
）
を
訪

れ
、
同
地
域
に
か
か
わ
る

２
０
２
６
年
度
の
県
予
算

要
望
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
し
も
お
く
県
議
の
ほ

か
に
、
鈴
木
み
さ
子
、
斎

藤
啓
、
中
西
光
江
の
各
豊

橋
市
議
、
佐
藤
郁
恵
、
安

間
寛
子
の
各
豊
川
市
議
、

日
恵
野
佳
代
蒲
郡
市
議
、

浅
尾
洋
平
、
白
頭
聖
志
の

各
新
城
市
議
、
浅
尾
も
と

こ
東
栄
町
議
が
参
加
し
ま

し
た
。
知
事
お
よ
び
副
知

事
・
東
三
河
県
庁
本
部
長

あ
て
の
要
望
書
を
提
出
し

た
あ
と
、
担
当
者
と
の
懇

談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
担
当
者
は
「
要
望
は
関

係
す
る
部
局
に
伝
え
る
。

東
三
河
県
庁
と
し
て
は
回

答
で
き
る
権
限
も
予
算
も

な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
県
内
木
材
使

用
振
興
な
ど
「
東
三
河
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
意
見
交

換
も
し
ま
し
た
。

　
提
出
し
た
要
望
の
項
目

は
次
の
通
り
。
①
中
山
間

地
は
じ
め
移
動
距
離
の
長

い
地
域
の
訪
問
介
護
事
業

所
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
代
補

助
・
移
動
時
間
に
対
す
る

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
②

医
師
・
看
護
師
の
確
保
、

と
り
わ
け
北
部
医
療
圏
の

確
保
策
を
急
ぐ
こ
と
。
病

院
の
ベ
ッ
ド
数
を
削
減
し

な
い
こ
と
③
高
す
ぎ
る
国

民
健
康
保
険
料
の
引
き
下

げ
に
向
け
、
県
の
補
助
制

度
を
つ
く
る
こ
と
④
補
聴

器
助
成
制
度
を
作
る
こ
と

⑤
奥
三
河
地
域
の
高
す
ぎ

る
水
道
料
金
引
き
下
げ
の

支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

県
・
東
三
河
市
町
一
体
の

水
道
の
広
域
化
は
お
こ
な

わ
な
い
こ
と
⑥
計
画
の
正

当
性
が
失
わ
れ
、
大
規
模

地
滑
り
地
帯
の
懸
念
が
あ

る
設
楽
ダ
ム
建
設
は
中
止

す
る
こ
と
⑦
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
・
サ
ル
・
カ
ラ
ス
・

ク
マ
な
ど
鳥
獣
被
害
対
策

へ
の
支
援
を
お
こ
な
う
こ

と
⑧
学
校
給
食
無
償
化
へ

向
け
、
県
の
補
助
制
度
を

つ
く
る
こ
と
。
安
全
で
美

味
し
い
給
食
の
提
供
に
向

け
、
減
農
薬
・
有
機
農
法

等
の
米
・
野
菜
を
地
元
農

家
が
提
供
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
⑨
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
が
取
り
組
ん
で

い
る
心
の
傷
の
ケ
ア
や
養

育
へ
の
公
的
助
成
を
お
こ

な
う
こ
と
⑩
県
立
高
校
生

徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

購
入
費
補
助
を
お
こ
な
う

こ
と
⑪
公
共
交
通
料
金
の

子
ど
も
の
適
用
年
齢
を
18

歳
ま
で
引
き
上
げ
を
県
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
⑫
東

三
河
児
童
相
談
所
に
児
童

精
神
科
医
の
配
置
・
一
時

保
護
の
実
施
等
支
援
内
容

を
充
実
す
る
こ
と
⑬
東
三

河
性
被
害
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

公
立
学
校
で
の
包
括
的
性

教
育
の
実
施
⑭
市
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
充
実
に

向
け
運
行
へ
の
補
助
制
度

を
つ
く
る
こ
と
⑮
１
５
１

号
一
宮
バ
イ
パ
ス
の
工
事

関
係
の
地
域
住
民
へ
の
説

明
会
を
お
こ
な
い
、
住
民

の
不
安
へ
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
⑯
北
設
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
民
間
譲
渡
後
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料

の
引
き
下
げ
を
支
援
す
る

こ
と
⑰
三
河
港
の
特
定
利

用
港
湾
へ
の
指
定
に
つ
い

て
の
同
意
を
撤
回
す
る
こ

と
⑱
新
城
南
部
企
業
団
地

内
の
産
廃
工
場
の
悪
臭
対

策
を
指
導
す
る
こ
と
。
改

善
さ
れ
な
い
場
合
は
許
可

を
出
さ
な
い
検
討
を
。
県

道
の
草
刈
り
、
新
城
イ
ン

タ
ー
下
降
部
を
防
草
シ
ー

ト
で
被
う
こ
と
。

し
も
お
く
県
議
、
東
三
河
議
員
団

２
０
２
６
年
度
予
算
要
望

県担当者に２０２６年度予算要望書を提出する、（左から）しもおく県議と、佐藤、日恵野、浅尾、鈴木、安間、浅尾、斎藤、中西、白頭
の各議員＝ 12 月 26 日、豊橋市・東三河県庁

　
日
本
共
産
党
愛
知
県

委
員
会
は
１
月
７
日
、

「
自
治
体
民
営
化
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
議

員
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
（
写
真
）。
昨
年

９
月
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
刊
紙
で
７
回
連
載
の

「
資
本
主
義
の
現
在
と

未
来　
搾
取
の
た
め
の

民
営
化
」
を
執
筆
し
た

尾
林
芳
匡
弁
護
士
を
講

師
に
、
約
50
人
の
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
（
民
間
資
金
等

の
活
用
に
よ
る
公
共
施

設
等
の
整
備
等
の
促
進

に
関
す
る
法
律
）
に

よ
っ
て
、
公
共
施
設
の

企
画
か
ら
建
設
・
運
用

ま
で
民
間
に
長
期
に
発

注
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ

Ｐ
が
各
地
の
自
治
体
で

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
習
会
は
国
が
補
助
金

を
条
件
に
強
力
に
推
進

し
て
い
る
こ
と
に
反
撃

す
る
た
め
に
開
い
た
も

の
で
す
。

　
尾
林
氏
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・

Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
「
営

利
企
業
が
受
注
す
る
以

上
、
利
益
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
働
く

人
た
ち
は
非
正
規
雇
用

化・低
賃
金
化
が
進
む
。

ま
さ
に
搾
取
の
た
め
の

民
営
化
で
あ
っ
て
、
市

民
の
た
め
に
な
ら
な

い
」
と
全
国
の
事
例
も

紹
介
し
な
が
ら
説
明
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
尾
林
氏
は
、

再
公
営
化
を
進
め
て
い

る
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
か

ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
や

め
さ
せ
る
た
め
に
、
行

政
直
営
中
心
の
政
策
を

確
立
す
る
、
契
約
期
間

満
了
や
終
了
条
項
に
ふ

さ
わ
し
い
計
画
を
持
つ

こ
と
な
ど
項
目
を
示

し
、
再
公
営
化
の
道
を

示
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
、
自
治
体
職
員
や

市
民
の
共
同
の
運
動
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　
し
も
お
く
奈
歩
県
議

が
県
施
設
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

導
入
の
事
例
を
紹
介
。

春
日
井
市
の
下
水
道
事

業
、
豊
橋
市
の
豊
橋
ア

リ
ー
ナ
建
設
の
事
例
が

各
市
議
か
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

「
搾
取
の
た
め
の
公
共
施
設
民
営
化
」

全
県
議
員
研
修
会
で
尾
林
氏
強
調


